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HE530G-GR/RD

重要事項

1.装置の取り付け、照準合わせ、新しいバッテ
リーの取り付け、調整などを行う前に、銃器が
完全に未装填で、安全であることを確認してく
ださい。
2.保証請求をする必要がある場合は、パッケー
ジを保管しておいてください。 ·18·
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HE530G-GR/RD：ドットのみ/サークルレチクルパターン有りを選択
可能な新しい小型チューブサイトです。新LED技術を採用してお
り、CR2032のバッテリー寿命は最大50,000時間です。
フリップアップレンズカバーとキルフラッシュを付属しています。
サイトは、ショットガン、ピストル、ライフル、空気銃、クロスボ
ウなどの様々な銃器に取り付け可能です。

TUBE SIGHT
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図1 HE530G-GR/RDチューブサイト

HE530G- GR/RDチューブサイトをご購入頂きありがとうございま
す。本製品はモノキュラーサークルドットサイトです。取扱説明
書をよくお読みください。

保証

弊社は部品・製造作業品質から購入者に渡るまで、製品の購入日か
ら生涯保証を提供します。弊社の裁量により、通常の使用方法で欠
陥が見つかった製品を、購入者負担の送料を除き、無償で修理また
は交換いたします。
弊社は、本製品の使用または性能から生じる、付随的、必然的、ま
たは特別な損害について、一切責任を負いません。製品が誤使用、
改造、放置、または分解された場合、保証は無効になります。最新
の完全な保証情報およびその他の条件については、http://

holosun.com/documentationを参照してください。 

モデル
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対物レンズ

チューブサイトは、前面に対
物レンズがあり、サイトを覗
くと軸が外れて傾いているよ
うに見えますが、前面レンズ
をこの角度にすることで、内
部LEDプロジェクターで生成
した光を後部レンズで反射さ
せています。この反射光がレ
ッドドットを電源オンにした
際に見える「ドット」や照準
になります。
                                                                                  図２

この装置は、相応の注意を要する精密機器です。下記は、サイトの
長期間の使用を保証するために提供されています。
光学レンズは、マルチコーティングされた光学ガラスです。レンズ
を掃除する際は、表面のほこりを吹き飛ばし、レンズクリーナーや
清浄水でレンズを濡らし、汚れをレンズ用ティッシュ、ソフトコッ
トン、マイクロファイバータオルで拭き取ってください。
乾いた布やティシュペーパーでガラス表面に触れないようにしてく
ださい。アルコールやアセトンなどの有機溶剤は使用しないでくだ
さい。ハウジングには特別なメンテナンスは必要ありません。内部
部品は特殊清掃、密閉、防曇処理が施されているため、装置を分解
しないでください。製品保証が無効になります。

メンテナンスとケア



·4··15·

特徴

1)高度なLED技術：最大50,000時間
2)2種類のレチクル：65MOAサークルと2MOAドット、2MOA ドットのみ
3)Shake Awake™センサー - モーション検知時、最後に保存された設定で
電源オン
4)視差効果が無く、無制限のアイレリーフ
5) 12段階の明るさ設定：日中10段階、夜間2段階
6)ウィンドウサイズ：直径30mm

7)キルフラッシュを備えたクリアガラスフリップバックレンズキャップ
8)頑丈なチタンボディ
9) 1.41"のQDマウント
10)埋め込み保護された調節ねじ
11)防水：IPX8
 

必要な調整範囲が調整限界を超えている場合は、装置と取り付
けレールの間にスペーサーを追加して、調整範囲を広げること
をご検討ください。

仰角調整つまみ 

風損調整つまみ 
 図6
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マルチレチクル

マニュアルモード時「－」ボタンを３秒間押すことで、必要に応じ
てサークルレチクルをオン/オフにすることができます。

サイトのレチクルは、2MOAドッ
トであり、4つのポジショニング
点を備えた65MOAサークル内にあ
ります。サークルレチクルの直径
は、100ヤード（100mで170cm）
で約5 '5 "を表します。

2.  保護キャップ上の内蔵ねじ回しツールはゼロ調整に使用できます
（図6参照）。キャップ内側のラベルを参照してください。
3.  保護キャップを開け、スロット付きねじ回しをスロット付きねじ
に合わせ、ねじを回し、左右に動かして調整します。左クリックま
たは右クリックによる調整は、0.5MOA値に相当します。
4.  仰角ターレットを反時計回りに調整して、弾着点を上に移動しま
す。風損ターレットを反時計回りに調整して、弾着点を右に移動し
ます。いずれかのターレットを時計回りに回すことで、弾着点を反
対方向に移動します。
5.  注意：
つまみを回しすぎないようにしてください。つまみを回すことがで
きないと感じる場合は、調整限界に達したことを示しています。つ
まみを回しすぎると、損傷する恐れがあります。
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バッテリー

1.動作電圧は、購入時に同梱されている高品質CR2032リチウム電池
使用のDC3Vです。（同梱されていないので注意）
2.  高品質リチウム電池はサークルドットの場合20,000時間、ドット
のみの場合50,000時間まで動作します。注意：同梱リチウム電池は
充電式ではありません。（同梱されないので注意）
3.  バッテリーの取り付けおよび交換については、図3を参照してく
ださい。バッテリー交換（図3-1）：
1) バッテリーキャップを反時計回りに回し、キャップを取り外
します。

2) バッテリーの端を押し、バッテリーを取り外します。
3) 新しいバッテリーを取り付け、バッテリーキャップを時計回
りに回して締めます。

6. 注：
1)メモリー機能：パワーオン/オフ時
の最後に保存された明るさ設定をサイ
トは記憶しています。
2)低バッテリー警告：バッテリー電圧
が2.2Vdc以下になると、レチクルが
ゆっくりと点滅します。

 図5

ゼロ設定

1. サイトの上に仰角調整ターレットがあり、風損調整ターレット
は右側にあります（図6照）。サイトは工場出荷時に、ほぼゼロに
調整されています。

　　　　明るさ＋
　 明るさ－
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バッテリーの取り付け：

1)左に回してバッテリーキャップを開きます。
2)図3-2のように＋/－の正しい極性でバッテリー収納部分にバッ
テリーを挿入します。交換時に不要なバッテリーは取り出してく
ださい。
3)キャップを回して閉じます。
注意：
シールリングの紛失や破損により、コンパートメントへ水漏れ
し、装置に損傷を与える恐れがあります。

2)  サイトは、任意のモーションを検知することで、最後に保存さ
れた設定で、一瞬で電源オンになります。

3)  デフォルトのスリープ時間は10分に設定されていますが、調整
可能です。
i.＋ボタンを10秒間押し続けて時間調整モードにします。10
分、1時間、12時間、スリープモード無効の4種類があります
ii.＋/－ボタンを押して時間を設定すると LEDが点滅します（1
回=10分、2回=1時間、3回=12時間、4回=スリープモード無
効）。
iii.＋/－ボタンを同時に押すと時間設定を保存し、サイトを電
源オフにします。

サークルレチクルのオン/オフ
バッテリー電圧が低い等の場合は、－ボタンを3秒間押すこと
で、必要に応じてサークルレチクルをオン/オフにすることがで
きます。
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銃器へ取り付け

1.取り付けブラケットは、ピカティニーレールやウィーバー
レール搭載の銃器に適応可能です。ピカティニーレールがな
い銃器の場合は、資格のある鉄砲工へ連絡してください。

図3

サイト

1.  電源オン（図5参照）：明るさボタン（＋/－）を押し、サイトを
電源オンにします。
2.  電源オフ： ＋/－ボタンを同時に押すと電源とモーションセン
サーがオフになります。
3.  明るさ調整：明るさ設定には12段階あります。デフォルトの明る
さはレベル7に設定されています。サークルレチクルの目標に対する
コントラストが十分な強度になるまで＋/－ボタンを押してくださ
い。1回短く押して離すごとに明るさが調節できます。
4.  スリープ時間モード：

1)  10分間動作がない場合、グリーンドットは自動的にスリープ
モードに入ります。
11·

Oリング

バッテリー
収納部 

バッテリー

バッテリーキャップ
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 図4-2 図4-1

2.  Holosun特許取得のクランプ構造では、レールに取り付ける際
に工具は必要ありません。ロックボタンを押し、ハンドルを持ち
上げてロックバーを緩めます。サイトをレールに取り付けるため
に、ハンドルを押し下げると、ロックボタンが自動的にかみ合い
ます。このようにして取り付けが完了します（図4-1参照）
3.最初の取り付け

初めてサイトを取り付けた際に、クランプを締め付けすぎてハンドルがロックできなく
なることがありますので、クランプボルトは適切な締め付け具合に調整してください。

1)  マウント側のクランプ調整ボルトの端にトルクスソケットが1つ
あります（図4-2参照）。取り付け前に、付属のトルクスレンチで
ボルトを緩めてクランプを外します。
2)  クランプハンドルを開き、サイトをレールにスライドさせ、ク
ランプハンドルを閉じ、まだ緩めておきます。
3)  トルクスレンチでクランプ調整ボルトを締めます。これにより
クランプがレールに締め付けられるので中程度に締めます。クラン
プハンドルを開閉してみて、締め付けすぎず、緩すぎないようにク
ランプボルトを調整してください。反動によるマウントの緩みを防
ぎます。

クランプボルト頭

クロス
ボルト 

クランプロック
クランプハンドル
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